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【
議
第
86
号　
令
和
７
年
度　
金
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）】

中
村
忠
行
議
員　
福
祉
燃
料
購
入
支
援

事
業
費
補
助
金
の
財
源
で
あ
る
県
支
出

金
は
な
ぜ
減
額
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、

町
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
場

合
、
例
年
ど
お
り
増
額
対
応
す
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
こ
こ
数
年
、
物
価
高
、
豪

雪
を
見
込
み
、
特
例
で
２
５
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
き
た
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
物

価
高
騰
が
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
き
た
こ

と
、
暫
定
税
率
の
部
分
も
見
直
さ
れ
る
動
き

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
と
想

像
し
て
い
る
。

　
除
雪
対
策
費
に
つ
い
て
、
豪
雪
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
た
場
合
は
、
拡
充
し
て
対
応
し

て
参
り
た
い
。

中
村
議
員　
現
状
の
対
象
世
帯
の
状
況

と
、
今
後
の
対
象
世
帯
の
考
え
方
は
。

健
康
福
祉
課
長　
現
在
の
福
祉
燃
料
購
入
支

援
事
業
の
対
象
は
、
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦
２
人

暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
者
の
み
世
帯
、
65
歳
以

上
高
齢
者
世
帯
の
中
で
１
人
で
も
70
歳
以
上

が
い
る
世
帯
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

級
、
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級
、
療
育
手

帳
Ａ
所
持
世
帯
、
未
成
年
者
が
い
る
ひ
と
り

親
世
帯
、
要
介
護
が
４
又
は
５
、
若
し
く
は

同
程
度
の
状
態
の
方
が
い
る
世
帯
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。
今
後
、
世
帯
を
拡
充
し

て
い
く
か
ど
う
か
は
、
状
況
に
応
じ
て
、
判

断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
第
87
号　
普
通
河
川
鍋
倉
川
支
川
河
川

災
害
復
旧
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
】

中
村
忠
行
議
員　
稲
刈
り
な
ど
農
繁
期

の
中
で
、
土
砂
を
運
搬
す
る
際
は
、
農

家
の
方
の
都
合
も
考
え
工
事
に
当
た
っ

て
も
ら
い
た
い
。

環
境
整
備
課
長　
工
期
が
10
月
31
日
と
な
っ

て
お
り
、
農
繁
期
中
の
土
砂
運
搬
は
十
分
注

意
し
て
行
う
。

中
村
議
員　
既
に
運
ん
で
い
る
の
か
。

環
境
整
備
課
長　
土
砂
の
運
搬
は
議
決
前
で

あ
り
、
一
切
し
て
い
な
い
。

須
藤
典
夫
議
員　
蒲
沢
地
内
の
堆
積
し

た
土
砂
に
関
し
て
は
県
が
管
理
す
る
の

か
。
ま
た
、
堆
積
し
た
土
砂
が
下
手
の

民
家
に
流
出
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

産
業
課
長　
今
後
堆
積
し
た
土
砂
は
、
町
で

管
理
す
る
。堆
積
場
所
の
指
定
を
し
て
お
り
、

万
が
一
の
災
害
な
ど
で
土
砂
流
出
は
な
い
も

の
と
想
定
し
て
い
る
。
堆
積
場
所
の
所
有
者

か
ら
、
無
償
で
土
地
を
お
貸
し
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
の
了
解
を
得
て
、
事
業
を
進
め
て

い
る
。

10月
臨時会

10月議会臨時会 町長提出議案
議案番号 議 案 名 及 び 議 案 の 主 な 内 容

議第86号

議第87号

令和７年度金山町一般会計補正予算（第６号）
補正予算額　340万円　補正後予算額　54億300万3千円
・福祉燃料購入支援事業費補助金　75万7千円　・農作物渇水対策事業費補助金　150万円
・金山小学校プール等災害復旧工事　78万8千円　など

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、健
や
か
に
令
和
八
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

金
山
町
は
、町
制
施
行
百
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
越
え
、次
の
時
代
に
向
け
た
新
た

な
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
度
も
合
併
す
る
こ
と
な
く
、先
人
の
皆
様
が
守
り
育
て
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と

伝
統
、そ
し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、今
も
な
お
金
山
町
の
大
き
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、自
然
災
害
へ
の
備
え
や
復
旧
、物
価
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
、

町
民
生
活
に
直
結
す
る
課
題
が
引
き
続
き
顕
在
化
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
振
興
、公
共
施
設

の
取
得
・
活
用
な
ど
、将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
八
年
は
丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

変
化
を
前
向
き
に
捉
え
、金
山
町
ら
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

金
山
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、町
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、行
政
と
の
緊
張
あ

る
議
論
を
通
じ
て
、よ
り
良
い
町
政
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、そ
し
て
令
和
八
年
が
金
山
町
に
と
っ
て
実

り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

後列　左から　宮 林 聡 志 議員　星川智子 議員　中村忠行 議員　大場洋介 議員　五十嵐優一 議員
前列　左から　寒河江宏一 議員　沼澤道也 議員　栗田保則 議員　矢口政一 議員　須 藤 典 夫 議員

「
次
の
時
代
へ 

確
か
な
歩
み
を
」

令
和
八
年
一
月
吉
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
山
町
議
会
議
長　

栗　

田　

保　

則

金
山
町
議
会
議
員
一
同

・工事に伴う土砂処理方法の変更により537万3,500円を減額し、変更契約を締結するもの
普通河川鍋倉川支川河川災害復旧工事変更請負契約の締結について

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

冬の燃料費 引き続き支援

鍋倉川支川災害復旧工事

23 金山町議会だより 第145号



クマ･イノシシ出没過去最多
12月定例会

～ 町民の安全を守る猟友会の活躍 ～

【
議
第
90
号　
令
和
７
年
度
金
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）】

五
十
嵐
優
一
議
員　
有
害
鳥
獣
対
策
に

係
る
実
施
隊
の
体
制
、
県
関
連
の
補
助

な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
長　
18
名
の
猟
友
会
員
全
員
が
実
施

隊
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
町
で
は
産
業
課

水
野
補
佐
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
職
員

が
対
応
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
出
動
延
べ

人
数
は
６
２
１
人
。
令
和
７
年
度
は
す
べ
て

町
単
独
の
予
算
で
実
施
し
て
い
る
が
、
来
年

度
以
降
は
県
が
提
案
す
る
ク
マ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

等
や
国
の
事
業
を
取
り
入
れ
対
応
し
た
い
。

矢
口
政
一
議
員　
金
山
で
も
イ
ノ
シ
シ

が
集
団
で
生
息
し
、
農
地
や
作
物
に
被

害
が
出
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
現

在
39
頭
駆
除
し
目
標
を
１
０
０
頭
と
し

て
い
る
が
状
況
は
。

産
業
課
長　
生
息
数
は
ま
だ
把
握
し
て
い
な

い
が
、群
れ
を
毎
日
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

猟
友
会
で
罠
を
し
か
け
る
な
ど
対
応
し
て
い

る
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

寒
河
江
宏
一
議
員　
駆
除
し
た
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
を
ど
う
処
分
し
て
い
る
の

か
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

産
業
課
長　
解
体
し
て
肉
を
取
っ
た
後
の
内

臓
や
骨
な
ど
の
残
渣
は
隣
の
空
き
地
に
埋
め

て
い
る
。
猟
友
会
か
ら
は
更
に
埋
設
場
所
の

確
保
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
補
正
で

は
、
解
体
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
の
予
算

２
８
５
万
円
を
お
願
い
し
て
い
る
。

須
藤
典
夫
議
員　
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
の

解
体
後
の
処
理
に
関
し
て
、
今
後
新
た

に
埋
設
場
所
を
設
定
す
る
際
、
行
政
の

指
導
の
下
で
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
適
正
に

管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
被
害
で
破
壊
さ
れ
た
ほ
場
を

復
旧
す
る
た
め
の
支
援
は
。

産
業
課
長　
最
上
管
内
の
自
治
体
で
は
、
概

ね
埋
設
処
理
し
て
い
る
よ
う
だ
が
調
べ
て

対
応
し
た
い
。
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
の
り
面
水

路
崩
壊
に
つ
い
て
も
今
後
の
対
応
を
検
討
し

た
い
。

中
村
忠
行
議
員　
ク
マ
対
策
と
し
て
の

藪
の
刈
り
払
い
や
住
宅
と
山
林
の
境
界

整
備
等
、
県
や
国
で
対
象
外
の
活
動
の

支
援
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
町
の
ガ
バ

メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

産
業
課
長　
町
で
も
環
境
整
備
は
重
要
と
考

え
、
緑
環
境
税
を
使
っ
た
事
業
と
組
み
合
わ

せ
来
年
度
の
当
初
予
算
で
事
業
化
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

総
務
課
長　
猟
友
会
に
産
業
課
の
職
員
が
一

人
在
籍
し
て
い
る
が
、
有
害
鳥
獣
担
当
で
は

な
い
。
現
場
に
産
業
課
の
担
当
の
仕
事
と
し

て
行
け
ば
公
務
だ
が
、
猟
友
会
と
し
て
行
く

場
合
は
別
扱
い
に
な
る
。

星
川
智
子
議
員　
昨
年
の
み
ら
い
留
学

学
生
寮
の
工
事
請
け
差
が
６
０
０
万
円

以
上
あ
っ
た
が
、
今
回
の
状
況
は
。
ま

た
、
令
和
９
年
度
の
受
け
入
れ
対
応
は
。

教
学
課
長　
今
回
４
棟
目
の
請
け
差
は
３
５

０
万
円
。
落
札
業
者
の
努
力
と
考
え
る
。
令

和
８
年
度
５
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
も
ま

だ
３
部
屋
の
空
き
が
あ
り
、
９
年
度
留
学
生

に
は
対
応
で
き
る
と
想
定
し
て
い
る
。

12月議会定例会 町長提出議案

12月定例会が２日から５日まで開催され、補正予算等１２件の議案を全員賛成で可決した。
クマなど野生動物が各地で多数出没する中、これまで金山では人的被害はないが、

引き続き猟友会に出動を要請し対策を取っていく。

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

議案番号 議 案 名 及 び 議 案 の 主 な 内 容

議第88号

議第89号

議第90号

議第91号

議第92号

議第93号

議第94号

議第95号

議第96号

議第97号

議第98号

議第99号

議第100号

金山町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
国の人事院勧告や県内及び管内の状況を踏まえ、期末手当を0.05月増額するもの

金山町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
国の人事院勧告や山形県人事委員会勧告、県内及び管内の状況を踏まえ、給料表及び手当を改定するもの

令和７年度金山町一般会計補正予算（第７号）
補正予算額　4,219万７千円　　補正後予算額　54億4,520万円
鳥獣被害対策実施隊員報酬 600万円、小規模農地等災害緊急復旧事業費補助金 95万円　など

令和７年度金山町国民健康保険特別会計（第３号）
補正予算額　728万９千円　　補正後予算額　２億3,762万９千円
Ｘ線ＣＴ装置及び多項目自動血球計数装置修繕料 122万円、検査委託料 160万８千円　など

令和７年度金山町介護保険特別会計補正予算（第３号）
補正予算額　465万３千円　　補正後予算額　８億1,573万５千円
介護保険給付基金 350万１千円、居宅介護福祉用具購入費 30万円　など

令和７年度金山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
補正予算額　290万７千円　　補正後予算額　8,369万４千円
システム改修委託料 190万６千円、後期高齢者医療広域連合納付金 63万９千円　など

令和７年度金山町水道事業会計補正予算（第２号）
（収益的収支）補正予算額　105万６千円　　補正後予算額　２億1,121万７千円
消火栓受託工事費 33万円、職員及び会計年度任用職員人件費 72万６千円　など

令和７年度金山町下水道事業会計補正予算（第３号）
（収益的収支）補正予算額　206万３千円　　補正後予算額　２億1,765万９千円
（資本的収支）補正予算額　 ８万円　　　　補正後予算額　１億6,158万円
浄化センター動力電気料 34万７千円、利率変更による企業債利息 135万７千円　など

金山町財政運営基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例の制定について
町有林（共有地）の持ち分割合増加による山林面積の増加に伴うもの

金山町固定資産評価審査委員会委員の選任について
任期満了に伴い、引き続き川崎栄治氏（羽場）を選任するもの

最上圏域下水道共同管理協議会規約の一部を改正する規約の制定について
協議会事務の管理及び執行に要する経費に係る関係市町村の負担割合を変更するもの

最上広域市町村圏事務組合規約の規約の一部を改正する規約の制定について
新消防庁舎への移転に伴う事務所の位置の変更、共同処理する事務の整理に伴うもの

令和７年度金山町一般会計補正予算（第８号）
補正予算額　120万円　　補正後予算額　54億4,640万円
不要果樹伐採支援事業 120万円
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一般質問

中村 忠行 議員

大
場
議
員　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
や
生
物
多
様
性
の
保
全
等
の
環
境

負
荷
低
減
の
進
め
方
は
。

町
長　
農
業
生
産
段
階
で
の
化
学
肥
料
・

化
学
農
薬
の
使
用
削
減
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
械
の
導
入
支
援
を
取
り
組
み
、
環
境
と

調
和
し
た
農
業
経
営
の
実
現
を
図
る
。

大
場
議
員　
生
産
者
の
生
産
意
欲
を

増
す
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
が
重
要
。
中
山

間
地
域
の
基
盤
整
備
や
将
来
性
あ
る

展
開
は
。

産
業
課
長　
地
域
の
合
意
形
成
の一致
で
基

盤
整
備
が
進
む
。
大
規
模
経
営
体
の
育
成

や
国
の
親
元
就
農
・
県
の
世
代
交
代
へ
の

補
助
を
活
用
し
た
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

を
検
討
し
て
い
る
。

大
場
議
員　
地
域
計
画
と
連
携
し
た

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
展
開
へ
の
可

能
性
及
び
有
機
農
業
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

産
業
課
長　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
制
度
に
よ

る
有
機
農
産
物
を
出
荷
し
て
い
る
農
家
は

い
な
い
。
技
術
支
援
や
販
路
確
保
に
向
け

た
関
係
機
関
と
連
携
し
学
校
給
食
へ
の
地
場

産
有
機
農
産
物
の
活
用
を
段
階
的
に
図
る
。

大
場
議
員　
温
暖
化
・
自
然
災
害
・

鳥
獣
や
病
害
虫
な
ど
で
の
生
産
性
向
上

と
経
営
リ
ス
ク
対
策
は
。

産
業
課
長　
水
稲
・
園
芸
品
目
の
耐
候
性
・

病
害
虫
抵
抗
性
の
高
い
品
種
の
導
入
促
進

を
図
る
。
農
業
共

済
制
度
の
加
入
促

進
、
国
・
県
・
金

山
農
協
等
の
関
係

機
関
や
農
業
者
の

皆
様
と
よ
り
連
携

を
強
化
す
る
。

問答

　
年
４
回
の
定
例
会
で
行
う
。
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
業
執

行
の
状
況
や
将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
所
信
を
質
し
、
あ
る
い
は
報
告
や
説

明
を
求
め
る
な
ど
の
政
策
論
議
の
場
で
あ
る
。

　
町
議
会
で
は
、
質
問
要
旨
を
事
前
に
通
告
す
る
こ
と
と
し
、
限
ら
れ
た

時
間
内
で
、大
所
高
所
か
ら
の
建
設
的
で
簡
明
な
質
問
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
政
を
質
す

た  

だ

須藤 典夫 議員

なかむら  ただゆき

す と う  の り お

須
藤
議
員　
「
義
務
教
育
学
校
」
の
導

入
で
の
子
供
た
ち
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

ま
た
、
仮
称
「
金
山
学
園
」
開
園
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長　
義
務
教
育
学
校
の
意
義
は
、
修

業
年
限
の
９
年
間
で
１
年
生
か
ら
９
年
生

ま
で
同
じ
学
校
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
か

ら
、
心
身
の
発
達
を
考
慮
し
た
連
続
性
・

系
統
性
が
確
保
さ
れ
、
９
年
間
の
継
続
的

な
編
成
・
実
施
に
よ
り
、「
中
１
ギ
ャッ
プ
」

の
解
消
や
学
習
の
つ
ま
ず
き
の
解
消
が
期

待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
学
力
の
向
上
も
期
待

さ
れ
る
。

　
現
時
点
で
は
、総
合
教
育
会
議
の
承
認
を

得
て
、令
和
８
年
度
内
に
検
討
委
員
会
を
設

立
、答
申
を
得
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

新
た
に
義
務
教
育
学
校
を
設
立
し
た
場
合

は
、県
内
外
の
学
校
の
進
捗
状
況
等
を
考
え

る
と
、計
画
開
始
の
時
期
か
ら
開
園
ま
で
、

最
短
で
も
お
よ
そ
５
、６
年
は
必
要
で
あ
る
。

須
藤
議
員　
議
会
で
は
活
性
化
策
調

査
報
告
で
、
高
規
格
道
路
開
通
に
合

わ
せ
た
「
道
の
駅
」
建
設
が
望
ま
れ
る

と
報
告
し
て
い
る
が
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
道
の
駅
設
置
を
前
提
と
は
言
い
切

れ
な
い
が
、
検
討
す
る
と
い
う
組
織
を
ま

ず
立
ち
上
げ
て
い
く
。

問答

中
村
議
員　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
少

子
高
齢
化
、
家
庭
や
地
域
の
変
化
な

ど
子
供
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
今
後
を
見
据
え
た
教
育

の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
策
定
し
て
い

く
の
か
。

教
育
長　
教
育
全
般
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
金
山
町
教
育
大
綱
を
策
定
し
て
い
る
。

教
育
の
基
本
目
標
を
「
故
郷
を
愛
し
、
自

ら
学
び
、
自
ら
育
み
、
未
来
を
切
り
開
く

金
山
人
の
育
成
」
と
掲
げ
て
い
る
。

　
町
に
誇
り
を
持
て
る
人
づ
く
り
を
目
指

す
と
と
も
に
、
起
業
家
精
神
を
養
う
教
育

に
力
を
注
ぎ
、
継
続
し
て
町
に
住
み
活
躍

で
き
る
人
材
を
目
標
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

中
村
議
員　
若
者
が
地
元
で
希
望
を

持
て
る
よ
う
な
支
援
策
は
。

教
育
長　
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
の
実
施
や

奨
学
金
の
返
済
免
除
の
拡
充
、
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
出
会
い
の
創
出

と
し
て
「
山
形
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
登
録
支
援
事
業
」、
そ
の
他
「
移
住
定

住
促
進
事
業
」「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
雇
用
に

つ
な
が
る
補
助
や
健
康
福
祉
課
の
子
育
て

支
援
策
な
ど
の
充
実
な
ど
、
職
や
生
活
を

支
え
る
各
種
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
そ
れ
ら
に
つ
い
て
探
求
し
て
い
き
た

い
。

問答

「
道
の
駅
」の
建
設
は

教
育
長
の
所
信
は

①
生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
へ
の
対
応
は

②
農
業
集
落
排
水
施
設
と
公
共
下
水
道
の
統
合
は

中
村 

忠
行 

議
員

大
場 

洋
介 

議
員

須
藤 
典
夫 

議
員

矢
口 

政
一 

議
員

五
十
嵐 

優
一 

議
員

①
今
後
の
食
料・農
業・農
村
基
本
法
に
関
す
る

　
方
向
性
に
つ
い
て

①
義
務
教
育
学
校
の
考
え
は

②「
道
の
駅
」の
建
設
は

①
教
育
長
の
教
育
に
対
す
る
所
信
は

①
事
業
提
案
の
町
の
評
価
は

一
般
質
問
と
は

大
規
模
経
営
体
と

新
規
就
農
者
の
育
成
を
急
ぐ

収
益
力
を
高
め
、基
盤
整
備
促
進
を

大場 洋介 議員
おお ば　ようすけ

８
年
度
、検
討
委
員
会
を
設
置

義
務
教
育
学
校（
９
年
制
学
校
）導
入
は

町
民
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
活
動
を
支
援

地
元
で
希
望
を
持
て
る
施
策
展
開
を

今
後
の
食
料・農
業・農
村
基
本
法

に
関
す
る
方
向
性
に
つ
い
て

義
務
教
育
学
校
の
考
え
は

鈴木 英樹 教育長
すずき　ひでき

※中１ギャップ…小学校から中学校への進学後、環境
の変化（教科担任制、学習量の増加、人間関係の変
化など）に適応できず、不登校やいじめ、学習意欲
の低下などを引き起こす現象のこと。
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部
活
動
の
地
域
移
行
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

来
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動
が
完

全
に
地
域
移
行
と
な
る
た
め
、
現
在

保
護
者
や
指
導
者
と
詳
細
に
調
整
を
進
め

て
い
る
。山

交
バ
ス
運
行
維
持
対
策
補
助
金

の
増
額
は
、
今
後
も
増
加
傾
向
に

あ
る
の
か
。

今
年
度
の
乗
車
数
が
、
想
定
よ
り
減

少
し
た
た
め
差
額
を
補
正
し
た
。
今

常任委員会の活動報告

後
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
12
月
10
日
の
公
共

交
通
会
議
で
協
議
を
す
る
。

公
共
施
設
の
敷
地
内
禁
煙
の
経
緯
は
。

近
隣
自
治
体
の
状
況
を
調
査
し
た
結

果
、
職
務
中
の
喫
煙
を
容
認
し
て
い

る
の
は
当
町
だ
け
で
あ
っ
た
。
令
和
８
年
１

月
１
日
か
ら
「
職
員
の
勤
務
時
間
中
の
禁

煙
」
の
方
針
と
し
た
。
ま
た
、
公
共
施
設

の
敷
地
内
禁
煙
、
公
用
車
、
除
雪
車
等
も

禁
煙
と
な
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
申
告
漏
れ
の
詳
細
は
。

カ
ー
ナ
ビ
等
の
テ
レ
ビ
受
信
機
能
が

あ
る
公
用
車
20
台
分
の
受
信
料
で
、

平
成
22
年
ま
で
遡
っ
て
支
払
う
事
に
な
る
。

公
共
機
関
の
車
両
は
１
台
ご
と
に
契
約
が

必
要
と
い
う
認
識
が
不
足
し
て
い
た
。
今

後
は
、
町
長
車
と
議
長
車
の
み
契
約
を
継

続
し
、
他
の
車
両
は
ア
ン
テ
ナ
を
取
り
外

し
て
対
応
す
る
。

ジ
ビ
エ
加
工
施
設
整
備
は
可
能
か

〜
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
〜

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
調
整

〜
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〜

今
年
の
ク
マ
駆
除
数
は
過
去
最
多
。

今
後
の
個
体
数
の
増
加
も
見
込
ま

れ
、
販
売
加
工
場
の
整
備
も
考
え
ら
れ
る

の
で
は
。猟

友
会
と
の
意
見
交
換
会
で
ジ
ビ
エ

料
理
の
食
品
加
工
施
設
の
整
備
が
提

案
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
駆
除
に
全
力
投
球

し
て
い
る
状
況
。検
討
に
は
時
間
を
要
す
る
。

話
題
性
が
高
い『
ビ
ー
ナ
ッ
ツ
』の
生
産

者
や
収
益
状
況
、流
通
へ
の
方
向
性
は
。

今
年
で
生
産
８
年
目
で
あ
る
が
、
消

費
に
対
し
て
生
産
が
追
い
付
い
て
い

な
い
。
収
益
性
が
低
い
が
、
引
き
続
き
生

産
か
ら
流
通
ま
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。

今
季
の
除
雪
体
制
で
は
、
通
学
路

や
町
民
が
除
排
雪
し
て
ほ
し
い
箇
所

の
ポ
イ
ン
ト
は
抑
え
て
い
る
か
。

ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し
、
除
雪
班
員
を

１
名
増
員
。
き
め
細
や
か
な
対
応
が

で
き
る
除
雪
体
制
を
心
が
け
る
。

雪
質
の
量
や
状
態
に
よ
る
公
共
施

設
の
雪
下
ろ
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
早

期
に
計
画
で
き
な
い
の
か
。

施
設
ご
と
に
担
当
課
が
発
注
す
る

た
め
、
各
課
に
早
め
の
対
応
を
依

頼
す
る
。来

年
度
か
ら
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
の
対
象
に
な
る
が
、
体

制
整
備
は
。

来
年
度
は
15
人
の
妊
婦
を
対
象
と

し
、
費
用
は
か
な
り
高
額
で
副
作
用

も
心
配
だ
が
、
安
心
し
て
接
種
で
き
る
体

制
を
つ
く
る
。

問答問答

問答 問答

問答 問答

問答 問 問答 答

矢口 政一 議員

矢
口
議
員　
定
住
促
進
・
空
き
家
活

用
住
宅
改
修
事
業
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
空
き
家
対
策
は
必
要
な
施
策
で
、

「
空
き
家
対
策
協
議
会
」
で
協
議
し
、
担
当

課
で
来
年
度
上
半
期
ま
で
に
内
容
を
精
査
、

予
算
要
求
を
判
断
し
、
合
意
形
成
が
整
え

ば
「
景
観
審
議
会
」
に
説
明
、
令
和
９
年

度
予
算
に
結
び
付
け
る
。

矢
口
議
員　
「
か
ね
や
ま
移
住
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
の
作
成
は
。

町
長　
移
住
に
関
す
る
施
策
を
ま
と
め
た

冊
子
は
な
く
、
新
年
度
予
算
で
措
置
す
る
。

矢
口
議
員　
出
産
祝
金
の
拡
充
は
。

町
長　
一
過
性
の
施
策
に
な
ら
な
い
よ
う

に
事
業
の
継
続
性
を
考
慮
し
協
議
を
行
う
。

矢
口
議
員　
廃
校
の
利
活
用
事
業
は
。

町
長　
金
山
小
学
校
が
廃
校
の
場
合
は
、

町
の
文
化
や
歴
史
を
知
る
、
歴
史
館
的
な

も
の
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
課
題
と

し
て
担
当
課
で
検
討
し
て
い
く
。

矢
口
議
員　
か
ね
や
ま
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
は
。

町
長　
「
お
て
つ
た
び
」
の
支
援
と
共
に
、

関
係
人
口
拡
大
を
含
め
た
、
予
算
措
置
の

判
断
を
す
る
。

矢
口
議
員　
民
間
運
営
に
よ
る
、
ア

パ
ー
ト
建
設
は
。

町
長　
依
然
と
し
て
、
ア
パ
ー
ト
建
設
の

要
望
も
多
く
、
国
庫
補
助
を
受
け
、
旧
金

山
製
材
所
跡
地
を
活
用
し
、
景
観
に
配
慮

し
た
木
造
２
階
、
４
世
帯
の
建
設
は
、
町

の
住
宅
事
情
や
補
助
金
の
内
容
、
景
観
施

策
な
ど
課
題
も
多
い
が
、
解
決
に
向
け
て

継
続
し
て
検
討
す
る
。

問答

やぐち　まさいち

五十嵐 優一 議員

五
十
嵐
議
員　
不
明
水
対
策
は
。

環
境
整
備
課
長　
明
安
は
、
令
和
元
〜
４

年
度
に
カ
メ
ラ
調
査
と
修
繕
を
実
施
。

五
十
嵐
議
員　
明
安
で
実
施
し
た
大

規
模
改
修
の
効
果
は
。

環
境
整
備
課
長　
令
和
６
年
度
の
年
間
流

入
水
量
は
、
平
成
30
年
度
と
比
べ
半
分
以

下
（
42
・
61
％
）
に
減
少
し
た
。

五
十
嵐
議
員　
コ
ス
ト
比
較
は
。

環
境
整
備
課
長　
有
屋
施
設
を
貯
留
槽
へ

改
築
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
と
１
・
１
㎞

の
管
路
設
備
が
約
４
億
７
９
０
０
万
円
。

単
独
更
新
は
、
３
億
４
６
６
０
万
円
と
抑

え
ら
れ
る
。

五
十
嵐
議
員　
公
共
・
有
屋
・
明
安

処
理
場
の
平
均
流
入
量
は
、
公
共
下

水
道
能
力
の
70
％
。
明
安
・
有
屋
の
接

続
は
、
豪
雨
時
の
不
明
水
対
策
等
に
よ

り
可
能
。

　
統
合
し
た
場
合
、
単
独
更
新
と
の

差
額
１
億
３
２
４
０
万
円
に
対
し
、
有

屋
の
維
持
管
理
費
１
億
３
９
６
０
万
円

（
12
年
間
）
が
有
利
と
な
る
。
さ
ら
に
、

統
合
の
概
算
工
事
費
は
、
自
然
流
下
の

活
用
な
ど
で
減
額
で
き
る
。

　
有
屋
の
大
規
模
改
修
と
、
降
雨
時

の
不
明
水
対
策
で
、
明
安
地
区
も
含
む

統
合
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問答

い が ら し  ゆういち

一般質問

「
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
提
案
を
精
査

将
来
を
見
据
え
た
施
策
展
開
は

適
正
な
時
期
に
詳
細
な
検
討

生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
は

生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
へ
の
対
応
は

農
業
集
落
排
水
施
設
と

公
共
下
水
道
の
統
合
は

事
業
提
案
の
町
の
評
価
は

※
次
ペ
ー
ジ
に
町
民
か
ら
の
意
見
を
掲
載
。
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【
議
第
1
0
1
号　
令
和
７
年
度　
金
山
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）】

沼
澤
道
也
議
員　
物
価
高
騰
対
応
重
点

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
途
に
つ
い

て
、
事
務
的
な
判
断
が
多
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
事
業
が
ふ
さ
わ
し
い
か
各
課
か
ら
提

案
を
受
け
、
具
現
化
で
き
る
も
の
を
予
算
化

し
た
。
さ
ら
に
有
効
な
手
立
て
を
打
ち
出
す

こ
と
は
当
然
必
要
。
よ
り
大
き
い
効
果
が
見

込
め
る
支
援
策
、
事
業
を
模
索
し
て
い
く
。

中
村
忠
行
議
員　
除
雪
機
購
入
費
補
助

金
の
要
件
と
小
規
模
農
業
機
械
補
助
金

の
関
係
は
。

環
境
整
備
課
長　
補
助
率
が
４
分
の
１
で
、

10
万
円
を
上
限
と
し
て
お
り
、
購
入
先
の
制

限
は
な
い
。
小
規
模
農
業
機
械
補
助
金
と
の

重
複
交
付
は
な
い
。

中
村
議
員　
議
会
報
告
会
で
金
山
小
学

校
前
の
道
路
に
つ
い
て
、
道
幅
が
狭
く

危
険
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
対
応
は
。

環
境
整
備
課
長　
状
況
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
ま
め
に
排
雪

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

【
議
第
1
0
5
号　
金
山
町
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
】

星
川
智
子
議
員　
来
年
度
か
ら
５
年
間

の
指
定
管
理
者
の
経
営
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
く
の
か
。

産
業
課
長　
５
年
間
は
指
定
管
理
者
の
事
業

計
画
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
く
が
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
長
期
滞
在
も
視
野
に
事
業
展
開
を

期
待
し
て
い
る
。

町
長　
指
定
管
理
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
確
認

し
、
展
開
を
予
想
し
な
が
ら
次
の
５
年
を
見

据
え
て
い
く
。

須
藤
典
夫
議
員　
神
室
振
興
公
社
の
解

散
の
説
明
と
社
長
と
し
て
の
責
任
は
。

町
長　
町
と
Ｊ
Ｒ
と
の
出
資
者
間
で
協
議

し
、
取
締
役
会
で
決
議
し
た
。
次
の
指
定
管

理
者
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
も
一

つ
の
責
任
の
取
り
方
と
考
え
て
お
り
、
社
長

個
人
に
責
任
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

　
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
12
月
８
日
か
ら
12
日

ま
で
の
５
日
間
、
町
内
５
会
場
で

議
会
報
告
会
を
開
催
し
た
。

小
学
校
前
の
通
学
路
の
除
雪

に
つ
い
て
、
道
幅
が
狭
く
、

子
ど
も
た
ち
が
歩
く
横
を
車
が
す
れ

違
う
際
に
危
険
を
感
じ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
、
も
う

少
し
幅
広
く
除
雪
す
る
な
ど
の
対
策

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
以
前

か
ら
要
望
が
あ
り
、
課
題
と

し
て
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
水
路
へ
の

排
雪
が
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ

り
、
解
決
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。
具

体
的
な
方
法
を
関
係
各
所
と
協
議
し
、

安
全
な
通
学
路
を
確
保
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

※
P
11
に
関
連
質
問

地
区
で
は
消
防
施
設
の
管
理

運
営
や
備
品
整
備
で
大
き
な

負
担
が
生
じ
て
い
ま
す
。
消
防
は
町

全
体
の
安
全
に
関
わ
る
も
の
で
す
か

ら
、
備
品
な
ど
は
全
額
町
で
負
担
い

た
だ
く
な
ど
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

だ
補
助
制
度
の
見
直
し
を
議
会
で
も

議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
に

な
る
中
、
装
備
品
の
負
担
軽

減
は
重
要
な
課
題
で
す
。
防
災
と
い

う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
、
町
の
担

当
部
署
に
皆
様
の
意
見
を
伝
え
、
改

善
に
向
け
て
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま

す
。

少
子
化
が
進
む
中
、
小
中
学

校
を
一
つ
に
し
た
小
中
一
貫

校
（
義
務
教
育
学
校
）
の
設
置
に
つ

い
て
、
町
の
検
討
状
況
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
が
学
び
や

す
い
環
境
整
備
は
、
少
子
化
対
策
と

し
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
件
は
一
般
質
問
で
も
取

り
上
げ
ま
し
た
。
町
と
し
て

も
、
義
務
教
育
学
校
に
非
常
に
関
心

を
持
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
も
運
営

委
員
会
を
設
置
し
て
具
体
的
な
検
討

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
町
の
事
情

や
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
将
来
の

学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
P
7
に
関
連
質
問

駆
除
さ
れ
た
熊
を
埋
設
し
て

処
分
し
て
い
る
と
聞
い
て
ま

す
け
ど
も
、
熊
の
肉
の
加
工
と
い
う

の
は
で
き
な
い
も
の
か
。

食
肉
と
し
て
流
通
さ
せ
る
に

は
、
食
肉
衛
生
の
保
健
所
関

係
の
許
可
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
難
し

い
状
況
。
加
工
場
は
金
山
で
作
る
と

相
当
な
費
用
が
か
か
る
の
で
、
他
町

村
と
一
緒
に
な
っ
て
設
置
で
き
な
い

か
、
担
当
課
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。

※
P
9
に
関
連
質
問

議
会
で
紙
ベ
ー
ス
の
資
料
を

廃
止
す
る
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
い
と
い
う
こ
と
と
、

質
疑
の
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
し
た
い
と
い
う
方
針
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

令
和
６
年
度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
、
本
会
議
や
委

員
会
、
町
の
研
修
会
な
ど
全
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
議
会
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
資
料
が
提
出
さ
れ
ま
す
が
、

全
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
通
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
配
布
物
、

連
絡
は
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
活
用
し

て
お
り
、
議
員
へ
の
連
絡
は
事
務
局

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
に
入
り
、

郵
送
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
議
会
中
継
の
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

令和７年度

議会報告会
《Part 1》

12/8 金山地域
（農村環境改善センター）

12/9 有屋地域
（宮地区公民館）

12/10 西郷地域
（朴山地区公民館）

12/11 東郷地域
（ビーナッツ工房）

12/12 中田地域
（上中田地区公民館）

意
見

意
見

回
答

意
見

意
見

回
答

回
答

意
見

回
答

回
答

神室一帯の指定管理はライズ・大平ホテル共同事業体に
～ 街角交流施設等は株式会社 金山の未来 が管理 ～

令和７年度金山町一般会計補正予算（第９号）
補正予算額　8,944万８千円　補正後予算額　55億3,584万８千円
・中小企業等物価高騰対策支援事業費補助金 2,200万円、資産活性化基金積立金 5,000万円　など

令和７年度金山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
補正予算額　0円　補正後予算額　２億3,762万９千円
・会計年度任用職員期末・勤勉手当 ４万１千円、消耗品費 △４万１千円

令和７年度金山町介護保険特別会計補正予算（第４号）
補正予算額　0円　補正後予算額　８億1,573万５千円
・会計年度任用職員社会保険料 20万円、介護保険給付基金積立金 △20万円

令和７年度金山町水道事業会計補正予算（第３号）
（収益的収支）補正予算額　０円　補正後予算額　２億1,123万１千円
・会計年度任用職員期末・勤勉手当　１万４千円、水道使用料 △１万４千円

金山町公の施設の指定管理者の指定について
・グリーンバレー神室一帯施設群の指定管理候補者をライズ・大平ホテル共同事業体 に、
街角交流施設等の指定管理候補者を株式会社 金山の未来 に指定するもの

12月
臨時会

12月議会臨時会 町長提出議案
議案番号 議 案 名 及 び 議 案 の 主 な 内 容

議第101号

議第102号

議第103号

議第104号

議第105号
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議会だより144号（11/7発行）
訂正とお詫び

令和6年11月11日に、議会と「町の宝を守る会」の意見交換会を実施しました。

金
山
町

第
145号

発行◎山形県最上郡金山町議会

3月定例議会は3月6日㈮～13日㈮の予定です
町民の皆様の傍聴をお待ちしています

議 会 議 長　 栗田　 保則
◎発行責任者

委　員　長　 星川　 智子
副 委 員 長　 中村　 忠行
委　　　員　 大場　 洋介
　　　　　　 五十嵐 優一
　　　　　　 宮林　 聡志

◎議会広報常任委員会

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
U
D
）の
考
え
に
基
づ
い
た

見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

〒999-5402
山形県最上郡金山町大字
金山324番地1
TEL.0233-52-2111（内線300）
FAX.0233-52-2004

町民の声

　私は金山町に移住し、子育てを始めてから７年目になり
ます。
　初めて町を散策した日のことを、今でもはっきりと覚え
ています。「なんて素敵な町並みなんだろう」「ここで子
育てができるなんて嬉しい」とこれから始まる暮らしに大
きな期待を抱いていました。
　しかし、現実は決して簡単なものではありませんでした。
知らない土地での子育ては、想像以上に心細く、社会か
ら切り離されたような、言葉にできない孤独との闘いでも
ありました。
　子どもが一歳になる頃、子育て支援センターの存在を
知り、先生から声をかけていただいて、初めて足を運び
ました。そこで出会った先生方や先輩ママたちの温かさ、
そして寄り添ってくれる優しさに触れ、「一人で頑張らなく
てもいいんだ」と心がふっと軽くなったのを覚えています。
　その後も先生方に支えられながら、二人目、三人目を

出産し、現在も子育てに奮闘しています。当時の先生方
には、今も心から感謝しています。
　金山町は、町並みだけでなく、人の温かさにあふれた
場所です。それほど素晴らしい町であるにもかかわらず、
なぜ子供が減っていくのでしょうか。私は、町並みや人の
優しさだけでは、子育てを続けていくことが難しい時代に
なっているからだと感じています。
　今、金山町から子どもが減っていく現状の中で、町民
みんなで子どもたちを見守り、育てていく意識が、これま
で以上に必要ではないでしょうか。
　また、他市町村と比べたとき、子どもたちの体験の格
差は大きな課題だと感じています。親として、この先の厳
しい時代を生き抜くために、できるだけ多くの経験をさせ、
選択肢を広げてあげたい。それは多くの親に共通する願
いだと思います。
　しかし現実には、金山町だけで子どもたちの選択肢を
十分に広げることは、決して簡単ではありません。だから
こそ金山町には、これまで大切にしてきた取り組みを継続
しながらも、新しい風を取り入れていくことが必要だと感じ
ています。誰かが動いてくれるのを待っている間にも、子
どもたちは確実に成長していきます。
　私自身も一人の母として、子どもに胸を張れる大人で
ありたい。そして、子どもたちが「金山が大好き」「また帰っ
てきたい」「自分の子どもにも見せたい」と思える町であ
り続けるよう、考え、行動し続けていきたいと思います。

選択肢のある子育て環境を金山に

町の宝を守る会

今井　晴香 さん
い ま い   は る か

o i c e sV

　12/22に第７回目となる新庄南
高校金山校生徒による模擬議会
が行われた。議員６名による一般
質問は、生徒自らが考え、町の課題
を的確に捉えていた。
　主権者教育の重要性が叫ばれ
る中、金山校の取り組みは総務省
のYouTubeチャンネルでも取り上
げられている。

本号の写真

前号（144号）P3最上段「約178万円」とあるのは
「約1781万円」の誤りです。お詫びして訂正いたします。

総務省
動画チャンネル▶
@soumuchannel


